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大津市北部４学区が協力して子育てと地域づくりに取り組んで８年が経過しました。この間、

先駆的な役割を果たすうちに、地域住民参画型教育(コミュニティスクール)が始まり、昨年末

には市議会で「コミュニティセンター条例」が可決され、地域住民による安心安全と、子育て、

地域づくりの新しい運動のうねりが確実に始まろうとしています。今後なお一層、本会が北部

地域、志賀中学校区において重要な役割を担うことが期待されます。この新たな状況に対応し

た活動の見直しや課題や目標の再検討は避けられないことでしょう。幼児・児童・生徒たちが

いきいきと生活し、活動できる環境づくりにみなさんの知恵を集め、地域のさまざまな取り組

みが相乗的に力強い活動へと進展していくよう、ともども努力を重ねてまいりましょう。

志賀子ども憲章

私たち地域住民は、

１.子どもたちに思いやりの心が育つ、みんなで助け合う、いじめのないまちをつくりましょう。

１.子どもたちが元気に育ち、みんなが安心安全にくらせるまちをつくりましょう。

１.子どもたちの夢への努力と挑戦を、みんなで応援するまちをつくりましょう。

１.子どもたちを見守り、みんなで子育てにかかわるまちをつくりましょう。

１.子どもたちとともに、ふるさと志賀の自然と伝統文化を大切にするまちをつくりましょう。

令和元年６月８日（土）総会

講演 「はやぶさ君とはや２君の冒険」

宇宙航空研究開発機構元職員

小野瀬 直美 氏
お の せ なお み

宇宙航空研究開発機構には二つのグループがあります。一つは、〈宇宙がどのようにつくられたのか？ それ

が知りたい〉という理学系のグル－プです。もうひとつは工学系研究者のグル－プです。〈新しい材料、機械、

技術を尽くしてすごいものをつくりたい、それを使ってみたい、それも宇宙のような特殊な環境でやってみたい〉

というグループです。この二つのグル－プが冷静で情熱的な、徹底的議論をしながら、ミッシヨン（任務・使命）

を形にしていきます。ロケット、人工衛星を作るグル－プ。衛星の構造体、通信関係、デ－タ－処理等のグル－

プ。自分で考える「頭脳」を作るグル－プ。姿勢（向き）制御も、電源系も、熱制御(いわば体温

調節)も極めて重要です。ロケットの自力推進、軌道修正、姿勢制御さらには地上との通信等も自

分でできるようにする。「はやぶさ君」の飛躍的な軽量化を実現したのは特定のガスを電気処理

して推進力とさせた工学系研究者のグル－プの成果です。飽くなき議論と工夫・実験・実証の連

続でした。こうして「はやぶさ君」、そして「はや２君」は「冒険」に旅立ちました。「はやぶさ

君」が持ち帰ったものは現在解析中です。あの「月の石」でさえ今も解析中です。今年、まもな

く「はや２君」が帰ってきます。今後も新たなミッシヨンのもと、研究は続きます。



今年も「家族ふれ愛標語」に、微笑ましい家族の光景や家族を大切に思

う気持ち、家族の中で自分を見つめる作品など多くの標語が寄せられまし

た。その数１３８１作品。各校各学年ごとに選考が重ねられ、選抜された

作品８２点をさらに選考して、右の１０作品を優秀作として「家族ふれ愛

フェスタ」で表彰式を行いました。

「イジメはいけません」と言うだけでイジメがなくなるものではありま

せん。その意識は、日々の営み、家庭や学校・地域での一コマ一場面の中

で育まれるものですから、機会あるごとに確認が必要になります。 ｢家族

ふれ愛標語」や「わが家のルールづくり」の取り組みなどがその一つであ

ることは言うまでもありません。さらにコミュニティスクールとの連携な

ど時宜にかなった目標や方途に工夫改善を重ねる必要があります。各団体

の意思疎通と共同認識の形成も大切な課題でありましょう。

ぼ
ん
き
せ
い

え
が
お
あ
ふ
れ
る

は
な
び
か
な

國
金

快
吏

小
松
小
学
校

第
１
学
年

て
れ
び
な
し

お
は
な
し
は
ず
む

よ
る
ご
は
ん

橋
本

し
ほ

小
松
小
学
校

第
１
学
年

ば
ん
ご
は
ん

き
ょ
う
の
で
き
ご
と

は
っ
ぴ
ょ
う
会

澤
井

心
優

和
邇
小
学
校

第
２
学
年

帰
っ
て
る
！

家
の
中
か
ら

パ
パ
の
声

杉
野
香
奈
実

木
戸
小
学
校

第
３
学
年

ば
あ
ち
ゃ
ん
の

キ
ラ
キ
ラ
野
菜
が

元
気
の
み
な
も
と

平
田

夢
依

小
松
小
学
校

第
４
学
年

あ
り
が
と
う

家
族
の
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
だ
す

朝
倉
和
花
子

小
野
小
学
校

第
５
学
年

手
を
ひ
ろ
げ

ギ
ュ
ッ
と
だ
き
し
め

家
族
愛

柴
田

楓
音

和
邇
小
学
校

第
６
学
年

「
お
か
え
り
！
」「
た
だ
い
ま
！
」
心
が
和
む

私
の
居
場
所

渡
辺

真
規

志
賀
中
学
校

第
１
学
年

あ
り
が
と
う

そ
の
こ
と
ば
に
も

あ
り
が
と
う

村
上

大
葵

志
賀
中
学
校

第
２
学
年

標
語
づ
く
り
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る

家
族
の
会
話

井
上

彩
未

志
賀
中
学
校

第
３
学
年

開催日 令和元年１１月３０日

「家族ふれ愛フェスタ」「家族ふれ愛フェスタ」 会 場 和邇文化センター



言葉を交わすことは家族を繋ぎ、人と人を繋ぎ、地域を繋ぎ、国を越えて世界をも繋ぎます。それは家族、地域

から始まり、育まれます。言葉を交わすことは心とこころを繋ぎます。それがどれほど大切なことか、誰しも知っ

ていますがついつい当たり前のこととして慣れてしまい、その能力を駆使し、鍛えることを忘れがちになってしま

います。ある意味、「おしゃべり」は美徳だと言えるでしょう。人を傷つけるコトバもありますが「信」で繋ぐの

が言葉です。個人のこころの中で、家族の中で、学校・地域の中で。

「わ が 家 の ル ー ル」 づ く り「わ が 家 の ル ー ル」 づ く り



第６回 ～よりよい町をつくるために、～よりよい町をつくるために、

私たちにできることは何だろう～私たちにできることは何だろう～

令和元年１１月３０日（土）和邇文化ホールにて、第６回比良山麓子ども会

議を開催しました。当日は、志賀中学校区の４小学校、１中学校の児童会、生

徒会の子どもたちが一堂に会し、「よりよい学校を目指しての各校の取り組み」

を発表し、意見交流も行いました。

また、子どもたちの頑張りを応援しようと、１００名を越える地域の方々も

参加していただきました。参加された方からも各園各校の取り組みに対してご

意見をいただき、子どもたちの励みとなりました。このように志賀中学校区の

各園各校が交流すること、地域の方々と交流することによって、志賀中学校区

全体としての取り組みになり、今後に繋がっていきます。

志賀わがまちづくり市民運動推進会議の最大のテーマであります、「いじめのな

い町づくり」。過去、このテーマの実現に向けて多くの取り組みを実施してきまし

た。今年度は志賀ブロックの各校での取り組みを発表し、「私たちにできること」

についてみんなで考えました。各校での取り組みについて、子どもたちが一生懸命

に説明する姿からは、「何とかしていじめをなくしたい」「全校生徒が安心して過ご

せる学校をつくりたい」と思いがあふれてくるようでした。児童会で作成した「い

じめ防止ビデオ」や「木戸っ子ソング」、「マスコットキャラクターを生かした活動」

や自作のスライドショー、ピンクシャツデーの取り組み等を紹介してくれました。

上記の取り組みの発表の後、「やりがいや手応えを感じた取り組み」、「他校の取り組みで参考になった点」など子ども

たち同士での意見交流をもちました。今後よりよ

い取り組みをするためのヴィジョンが見えてきた

ようです。また、子どもたちを支える大人も、子

どもたちの取り組みを知ることで「大人にできる

こと」も考える機会になりました。

今年度は「家族ふれ愛フェスタ」「比良山麓子

ども会議」と合同で開催しました。その中で志賀中学校の吹奏楽部による演奏も行いました。５０人を越える大きな編

成での演奏はとても迫力がありました。また、楽しんで参加できる曲も多くあり、会場全体が一つとなったライブ会場

のようでした。

吹奏楽部は地域での演奏会だけでなく、１２月に行われた「アンサンブルコンテスト・大津地区予選」では見事金賞

を受賞し、県大会へと進むことができました。３月には、第４３回志賀中学校吹奏楽部定期演奏会を開催する予定です。

今年一年の集大成としてお世話になった方々へ、明るく、さわやかな志賀中サウンドをお届けできるようさらに練習に

励みます。

木戸秋まつり園児・児童作品展

１１月９･１０日（土･日） 参加者約６０名

【小松・木戸学区青少年育成学区民会議】

その他いくつかの取り組み 地域の子どもたちとのきづな

わにっ子 デイキャンプ

７月６日(土) 参加者１５２名

【和邇学区青少年育成学区民会議】

子育て支援事業 書き初め大会

１月４日(土) 参加者５６名

【小野学区社会福祉協議会】


